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第３学年　理科学習指導案
２組　計30人（男子13人　女子17人）

指導者　　美　坂　史　朗　

１　単　　　元　　電気の通り道を調べよう

２　単元の目標

　乾電池に豆電球などをつなぎ，電気を通すつなぎ方や電気を通す物を調べ，電気の回路についての

考えをもつことができる。

３　単元の評価規準

自然事象への関心・意欲・態度 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての知識・理解

　乾電池に豆電球をつな
いだり回路に物を入れた
りしたときの現象に興味・
関心をもち，進んで電気
の回路を調べようとして
いる。
　乾電池と豆電球の性質
を使ってものづくりをし
ようとしている。

　豆電球が点灯するときとし
ないときや，回路の一部にい
ろいろな物を入れたときを比
較して，それらについて予想
や仮説をもち，表現している。
　豆電球が点灯するときとし
ないときや，回路の一部にい
ろいろな物を入れたときを比
較して，それらを考察し，自
分の考えを表現している。

　乾電池と豆電球を
使って回路をつくった
り，ものづくりをした
りしている。
　回路の一部にいろい
ろな物を入れて，豆電
球が点灯するときとし
ないときの違いを調
べ，その過程や結果を
記録している。

　電気を通すつなぎ方と
通さないつなぎ方がある
ことを理解している。
　電気を通す物と通さな
い物があることを理解し
ている。

４　単元について

　⑴　単元の位置とねらい

　本単元は，「エネルギー」についての基本的な見方や概念を柱とした内容のうち「エネルギーの

変換と保存」に関わるものであり，第４学年「電気の働き」の学習につながるものである。ここで

は，電気の通り道について興味・関心をもって追究する活動を通して，電気を通すつなぎ方と通さ

ないつなぎ方，電気を通す物と通さない物を比較する能力を育てるとともに，それらについての理

解を図り，電気の回路についての見方や考え方をもつことができるようにすることがねらいである。

　子どもたちはこれまでの生活の中で，学校や家の中など多くの場所で明かりが利用されており，

それらは電気によって点灯していることに気付いている。しかし，それらの明かりを点灯させるた

めの電気を通すつなぎ方や電気を通す物について理解したり，説明できたりする子どもは少ない。

　そこで本単元では，まず，豆電球，ソケット，乾電池を使って豆電球を点灯させる活動を行い，

導線のつなぎ方など気付いたことを話し合うことで，電気の回路についての興味・関心を高めるこ

とができるようにする。次に，豆電球が点灯するときとしないときを比較しながら実験することで，

回路ができると電気が通り，豆電球が点灯することを理解することができるようにする。そして，

回路の一部に，身の回りにある釘やクリップ，アルミ缶などの金属や，紙，ガラス，木，プラスチッ

クなどのいろいろな物を組み込み，豆電球が点灯するかどうかを比較しながら調べることで，電気

を通す物と通さない物があることを理解することができるようにする。さらに，これまでに学習し

てきたことを生かして，回路ができているとき，電気が流れて豆電球が点灯する性質を使ったもの

づくりを行うことで，電気の回路について実感を伴った理解を図ることができるようにする。

　⑵　単元における系統　　　  は内容の系統　　  は問題解決の能力

３年　電気の通り道を調べよう
・　電気を通すつなぎ方と通さな

いつなぎ方があること。
・　電気を通す物と通さない物が

あること。

　電気を通すつなぎ方や電気
を通す物を比較しながら調べ
る。

　乾電池の数やつなぎ方，光電池に当
てる光の強さと回路を流れる電流の強
さを関係付けながら調べる。

　電流の働きについて，条件を制
御して調べる。

４年　電気の働きを調べよう
・　乾電池の数やつなぎ方を変

えると，豆電球の明るさやモー
ターの回り方が変わること。

・　光電池を使ってモーターを
回すことなどができること。

５年　電流がうみ出す力を調べよう
・　電流の流れているコイルは，鉄心を

磁化する働きがあり，電流の向きが変
わると，電磁石の極が変わること。

・　電磁石の強さは，電流の強さや導線
の巻数によって変わること。
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　⑶　子どもの実態（調査日　平成24年９月４日，調査人数　31人）

　　　本単元の内容に関わる子どもの実態については以下のとおりである。（数字は人数）

【調査①】　明かりに関わる生活経験（複数回答）

　リビング（19），教室（15），風呂場（6），部屋（6），外灯（3），トイレ（3），懐中電灯・自動車（各1）

【調査②】　回路についての知識（図示）

　豆電球が点灯するつなぎ方を理解している。（13），豆電球が点灯するつなぎ方を理解していない。（18）

【調査③】　電気を通す物，通さない物についての知識（複数回答）

　電気を通す物

　　釘（4），コード（4），金属（3），鉄（3），電池（3），アルミ（2），クリップ（2），磁石（2），人・水（各1）

　　無答（14）

　電気を通さない物

　　木（8），紙（5），プラスチック（4），ゴム（3），ガラス（2），ビニルテープ（1），無答（19）

【調査④】　本単元に関する問題解決の能力（比較し，分類する能力）

　・　比較して分類し，分類した根拠を説明することができた。（29）

　・　比較して分類することはできるが，分類した根拠を明確にすることはできなかった。（2）

　本学級の多くの子どもは，生活の中で家庭や学校など様々な場所で明かりを利用してきている（調

査①）。しかし，明かりの利用はあるものの，約半数の子どもは，豆電球を点灯させるつなぎ方を

理解しておらず，乾電池と豆電球を導線１本でつなぐなどの誤概念をもっている（調査②）。また，

半数の子どもが，電気を通す物や通さない物をあげることができるが，無答の子どもも半数いる（調

査③）。なお，多くの子どもは，提示された事象を比較しながら，事象の特徴に応じて分類し，分

類した根拠を説明することができる（調査④）。

５　指導に当たって（研究との関連）

　【「思考活動」を促す学習指導】

○　「学習指導要領解説（理科編）」や「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための参考資料」

を基に学習内容を整理することで，比較する「思考活動」に必要な材料や視点を明確にもつことが

できるようにする。

○　「何を比較するのか。」，「どこを見ながら比較するのか。」などの「思考活動」を促す発問・言葉

掛けを行うことで，子どもが見通しをもつ場面や考察する場面で自分の考えをもつことができるよ

うにする。

○　比較する「思考活動」に必要な材料や視点に気付かせる言葉を入れた「理科学習の進め方ガイド」

をノートに貼らせたり，資料を掲示したりすることで，子どもたちがそれらを活用して，自分の考

えをもつことができるようにする。

　【評価するための手立ての具体化】

○　図や言葉で説明する欄を設けたワークシートや図の描き方，文例を準備することで，自分の考え

を絵・図と言葉で表現できるようにする。

○　デジタルペンや書画カメラを活用して自分の考えを発表し合うことで，友達の考えと比較したり，

関係付けたりしながら，電気の回路についての考えを練り合うことができるようにする。

　【評価資料を生かした評価と指導】

○　評価資料を作成し，考えをもつための指導方法を明確にすることで，子ども一人一人が自分の考

えをもち，表現することができるようにする。

○　評価資料を基に考えを見取り，個に応じた指導につなげることで，子どもの考えを科学的なもの

へと高めることができるようにする。
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６　指導計画（全７時間）　　　　　　　　　　　　　　　　  は重点評価項目及び評価方法

次 主　な　学　習　活　動 子どもの意識の流れ 教師の指導・評価

一
次　

豆
電
球
に
明
か
り
を
つ
け
よ
う
③

１　豆電球，ソケット，乾電池を使って，

豆電球を点灯させる活動を行う。

・　豆電球，ソケット，乾電池を使って，

豆電球を点灯させる。

・　豆電球が点灯するつなぎ方や点灯

しない理由など，気付いたことを話

し合う。

２　豆電球が点灯するつなぎ方を調べ

る。　（本時２／７）

・　豆電球が点灯するつなぎ方を予想

し，回路をつくって確かめる。

・　乾電池とソケット付の豆電球を

使って豆電球が点灯するときとしな

いときを比較し，電気を通すつなぎ

方について話し合う。

・　回路ができていても豆電球が点灯

しないときの理由について話し合

う。

・　ソケットを使わずに豆電球を点灯

させるつなぎ方について話し合う。

　豆電球をつけてみ

たいな。　

　どうして豆電球

は，つかないのかな。

　どのようにつなげ

ばいいかな。

　＋極と−極をつな

いだら，明かりがつ

くかもしれないぞ。

　乾電池の＋極と豆

電球，−極を導線で

輪のようにつないだ

ら，明かりがついた

ぞ。

　回路ができていて

も，フィラメントが

切れたりソケットが

緩んだりすると，明

かりがつかないぞ。

○　豆電球を点灯させる活動に取り組

むことで，電気の回路について興味・

関心を高めることができるようにす

る。

　乾電池に豆電球をつないだとき

の現象に興味・関心をもち，進ん

で電気の回路を調べようとしてい

る。【関心・意欲・態度：行動観察】

　豆電球が点灯するときとしない

ときを比較して，それらを考察し，

自分の考えを表現している。

【科学的な思考・表現：発言・記録】

　乾電池と豆電球を使って回路を

つくっている。

【技能：行動観察・記録】

○　ソケットを使わずに豆電球を点灯

させるつなぎ方を話し合うことで，

回路についてより深く理解できるよ

うにする。

　電気を通すつなぎ方と通さない

つなぎ方があることを理解してい

る。　　【知識・理解：発言・記録】

二
次　

電
気
を
通
す
物
を
調
べ
よ
う
②

１　電気を通す物にはどんなものがある

か調べる。

・　回路の一部に鉄やアルミニウム，

紙，ガラス，木，プラスチックなど

を入れて，電気を通す物を調べる。

・　電気を通す物と通さない物がある

ことについて話し合う。

　回路の一部に身の

回りの物をつなげて

も，明かりがつくの

かな。

　導線の間に金属を

つなげたら，電気が

通って明かりがつい

たぞ。

　導線の間に金属以

外の物をつなげて

も，明かりはつかな

いぞ。

　回路の一部にいろいろな物を入

れたときを比較して，それらにつ

いて予想や仮説をもち，表現して

いる。

【科学的な思考・表現：発言・記録】

　回路の一部にいろいろな物を入

れて，豆電球が点灯するときとし

ないときの違いを調べ，その過程

や結果を記録している。

【技能：行動観察・記録】

　電気を通す物と通さない物があ

ることを理解している。

【知識・理解：発言・記録】

三
次　

お
も
ち
ゃ
を
作
ろ
う
②

１　乾電池と豆電球の性質を使ったおも

ちゃ作りを行う。

・　学習したことを生かして，乾電池

と豆電球の性質を使ったおもちゃ作

りを計画する。

・　乾電池と豆電球の性質を使ったお

もちゃ作りをする。

・　乾電池と豆電球の性質をどのよう

に利用したのか説明する。

　針金に触れると回

路に電気が通って，

豆電球がつくような

おもちゃを作ろう。

　乾電池や豆電球の

性質を使うと様々な

おもちゃが作れる

ぞ。

○　学習したことを生かした計画に

なっているか話し合うことで，乾電

池と豆電球の性質に適応したものづ

くりができるようにする。

　乾電池と豆電球の性質を使って

ものづくりをしようとしている。

【関心・意欲・態度：行動観察】
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７　本　　　時（２／７）

　⑴　目　　標　　豆電球が点灯するつなぎ方について調べ，回路についての見方や考え方をもつことができる。

　　○「思考場面」：分かったことについて話し合う場面　「思考活動」：比較する　「材料」：子どもが考えた回路　「視点」：電気を通すつなぎ方の共通点

　⑵　展　　開　　  は教師の言葉掛け　  は予想される子どもの反応　  は重点評価項目　☆はＩＣＴの留意点

過程（分） 主 な 学 習 活 動 と 予 想 さ れ る 子 ど も の 反 応 教　師　の　指　導

１　前時の学習を振り返り，豆電球が点灯するつなぎ方について話し合う。

２　学習問題をつかむ。

３　電気を通すつなぎ方を調べる見通しをもつ。

　〈予想〉

　〈方法〉

４　豆電球が点灯するかどうかを調べ，結果を整理する。

５　分かったことについて話し合う。

６　話し合ったことをまとめる。

７　本時の学習を振り返り，次時への見通しをもつ。

○　前時で学習した豆電球が点灯するつなぎ方について

話し合うことで，学習問題をつかむことができるよう

にする。

○　豆電球が点灯するつなぎ方を図に表して予想し，発

表し合うことで，学習意欲を高め，見通しをもって主

体的に学習に取り組むことができるようにする。

○　予想と実験結果を比較しながら調べることで，学習

問題を意識して実験を進めることができるようにする。

○　実験から分かったことをまとめる際に，豆電球が点

灯するつなぎ方と点灯しないつなぎ方に分類し整理し

たものを比較することで，豆電球が点灯するつなぎ方

の共通点に気付くことができるようにする。（比較する）

☆　書画カメラを使って豆電球が点灯するつなぎ方につ

いて発表することで，豆電球が点灯するつなぎ方につ

いて理解することができるようにする。

○　豆電球が点灯しないつなぎ方について話し合うこと

で，豆電球が点灯するつなぎ方ついての理解を深める

ことができるようにする。

○　導入で提示した回路を，本時の学習で学んだことを

生かして点灯させることで，学習したよさを実感する

ことができるようにする。

つ
か
む（
5
）

つ
な
ぐ（
5
）

見
通
す（
10
）

調
べ
る（
10
）

練
り
合
う（
15
）

　豆電球がつくものと，つかないものに整理してみよう。

　明かりがつくのは，どのようにつないだときかな。

　明かりがつかないのは，どのようにつないだときかな。

　豆電球が点灯するときとしないときを比較して，
それらを考察し，自分の考えを表現している。

【科学的な思考・表現：発言・記録】

　導線と乾電池をどのようにつなぐと豆電球の明かりが

つくだろうか。

　導線を乾電池の＋極と−極につなげると豆電球の明かりがつく。

　乾電池の＋極と−極に導線を

つなげると明かりがつくよ。

　豆電球と乾電池をつなぎ，点灯するか確かめる。

　明かりがつく方は，導線が乾電池の＋極と−極につながっているぞ。

　最初つかなかった回路に明かりをつけることができたぞ。

　明かりがつかない方は，導線が＋極と−極につながってないぞ。

　導線を２本とも乾電池の＋極につな

げると明かりがつくんじゃないかな。

　どのようにつなげ

ば 明 か り が つ く か

な。
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第３学年理科「電気の通り道を調べよう」における評価資料（２・３／７）

科学的な思考・表現に関する重点評価項目

　豆電球が点灯するときとしないときを比較して，それらを考察し，自分の考えを表現している。

評　価　の　観　点

ア　豆電球が点灯するときを比較して，豆電球が点灯するつなぎ方は，輪のような形になるという共

通点に気付き，図や言葉で表現している。

イ　豆電球が点灯するときを比較して，豆電球が点灯するつなぎ方は，導線を乾電池の＋極と−極に

つないでいるという共通点に気付き，図や言葉で表現している。

ウ　導線の長さを変えた回路等が点灯する理由を説明している。

評価方法：ワークシートに書き込んだ記述で評価する。

十分満足できる（Ａ） おおむね満足できる（Ｂ）

ア・イ・ウを満たす表現 ア・イを満たす表現

表　現（記　述）例

評価を生かした指導

〈Ｂの学習状況の子どもに対して〉

○　Ｂの学習状況に達した子どもには，導線の左

右の長さを変えたり長くしたりした回路等を準

備し，豆電球が点灯するか説明させることで，

豆電球が点灯するつなぎ方の考えを高めること

ができるようにする。

〈Ｃの学習状況の子どもに対して〉

○　豆電球が点灯するつなぎ方の共通点に気付く

ことができない子どもには，「導線をつないだ

形はどうなっているかな。」などの言葉掛けや

図を指でなぞらせることで，豆電球が点灯する

つなぎ方の共通点に気付くことができるように

する。

○　導線の先を乾電池のどこにつないでいるのか

気付くことができるような言葉掛けを行う。

　導線を長くしても，乾電池の＋極と−

極につながっているし，輪のようになっ

ているから明かりがつくね。

　豆電球と乾電池が

輪になるようにつな

がっているね。

　導線が乾電池の＋

極と−極につながっ

ているね。

【ウの表現】

【アの表現】

【イの表現】




